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絆の宮「柴田神社」
柴田神社　宮司　松田　典起 さん（福井市）

　柴田神社は、戦国時代の武将・柴田勝家公と
お市の方ご夫婦、娘三姉妹を御祀りしているこ
とから、夫婦・兄妹・家族の絆を御神得とする「絆
の宮」としてご参拝いただいております。
　勝家公は、戦では知略をもってして敵を攻略
していった武将であるとともに、政治的手腕も
優れており、楽座令を発することにより経済効
果を図りました。城下の道路や橋の整備などま
ちづくりにも力を注ぎ、越前の国づくりを積極
的に行い、家臣を大切にする武将でもあったよ
うです。
　昨年３月１１日の東日本大震災では、神社本
庁と神道青年協議会が被災地への緊急支援を行
い、神道青年協議会でも救援物資を岩手県神社
庁へ搬送しました。また、ウェブサイト上に「緊
急対策掲示板」を立ち上げ、全国会員の協力の
もと被災者の安否確認をはじめ被災情報の収集
とその提供を行ってきました。
　現地では「少しでも元気になってほしい。そ
して、子どもたちの笑顔が見たい。」ということ
でバーベキューを主とした炊き出しを行い、短
い時間での触れ合いでしたが、絆も深まりまし
た。被災地の一日も早い復興と被災者の安寧を
祈念しています。
　折しも、昨年の大河ドラマ「江～姫たちの戦
国～」は、江の父との絆、母との絆、夫との絆、
そして姉たちとの絆をテーマとしており、平成
２３年は「大切な人との絆」を見つめ直す機会
ではなかったかと思います。
　当神社は、県内外より多くの方にご参拝いた
だいていますが、相手の立場に立って心温まる
応対を心がけています。
　「もてなし」には相手が満足することで、もて
なす側も喜びを感じるという関係があり、この
ことは社会生活のあらゆる場面において基本と
なります。
　県外からも多く参拝いただくので、「福井」に
またお越しいただけるよう、「もてなしの心」を
持って接するようにしています。このことによっ
て、豊かな人間関係を築くとともに活力ある地
域づくりを進めていくことが出来ると思います。

柴田勝家公像 お市の方像 きずな守



【
２
】�

災
害
支
援
に
関
す
る
平
時
か
ら
の

取
組
み

◆ 

相
互
支
援
協
定
に
基
づ
く
実
地
訓
練

　

平
成
18
年
8
月

に
市
町
社
協
と
県

社
協
と
が
締
結
し

た
「
災
害
時
に
お

け
る
社
協
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
よ
る
相

互
支
援
協
定
」
に

基
づ
く
訓
練
を
毎

年
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

訓
練
は
、
各
社
協
単
位
で
行
う
①
緊

急
連
絡
、
②
職
員
参
集
、
③
初
動
体
制

づ
く
り
と
、
社
協
間
で
行
う
④
情
報
伝

達
、
⑤
先
遣
隊
・
応
援
職
員
の
派
遣
を

基
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
、
毎
年
被
災
地
役

の
社
協
を
設
定

し
て
、
⑥
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
の
立

上
げ
・
運
営
の

訓
練
を
行
っ
て

い
ま
す
。

【
１
】 

東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
支
援
活
動

◆ �

延
８
９
８
人
（
１
５
９
日
間
）
の
県

内
社
協
職
員
が
被
災
地
で
活
動

　

今
回
の
震
災

で
は
、
平
成
23
年

3
月
15
日
の
先
遣

隊
を
皮
切
り
に
、

9
月
27
日
ま
で
に

県
内
の
市
町
社

協
・
県
社
協
か
ら

全
29
ク
ー
ル
、
期

間
中
延
べ
８
９
８

人
の
社
協
職
員
が
岩
手
県
陸
前
高
田
市

（
社
協
）
で
活
動
し
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
は
、
①
自
ら
も
被
災
し
な
が
ら

活
動
す
る
現
地
の
社
協
職
員
へ
の
寄
り
添

い
、
②
社
協
の
再
建
に
向
け
た
諸
活
動
、

③
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運

営
、
④
地
域
福
祉
活
動
の
基
盤
づ
く
り
な

ど
の
支
援
業
務
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
県
市
町
社
協
会
長
会
」
の
呼

び
掛
け
に
賛
同
し
た
社
協
役
職
員
に
よ
る

活
動
支
援
金（
１
，１
７
５
千
円
）の
ほ
か
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
テ
ッ
カ
ー
の
製
作
・
寄
贈

等
を
通
じ
て
、
陸
前
高
田
市
社
協
の
財
政

基
盤
づ
く
り
に
も
間
接
的
な
支
援
を
行
い

ま
し
た
。

◆ �

県
内
社
協
が
共
有
し
た
被
災
地
支
援

の
課
題

　

今
回
の
被
災

地
支
援
活
動
は
、

全
国
の
社
協
が

広
域
ブ
ロ
ッ
ク

（
複
数
の
都
道
府

県
で
構
成
）
ご

と
に
支
援
地
域

を
特
定
し
て
活

動
に
あ
た
り
ま

し
た
。
こ
れ
ほ
ど
大
規
模
で
継
続
的
に
広

域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
支
援
活

動
は
、
こ
れ
ま
で
に
例
が
な
く
、
こ
の
点

は
大
き
な
成
果
の
一
つ
と
言
え
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
県
内
社
協
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
取
り
組
ん
だ
今
回
の
支
援
活
動

で
は
、
次
の
よ
う
な
課
題
も
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。

1 �

派
遣
職
員
の
能
力
（
ス
キ
ル
）
の
平

準
化

2 �

派
遣
職
員
間
に
お
け
る
現
状
認
識
・

課
題
の
共
有
化

3 �

現
地
社
協
と
の
課
題
や
目
標
の
共
有
化

4 �

派
遣
日
程
と
支
援
活
動
の
質
量
と
の

バ
ラ
ン
ス
取
り

5 �

重
層
的
な
社
協
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強

み
の
「
見
え
る
化
」

　

今
後
、
こ
れ
ら
の
課
題
に
つ
い
て
は
、

同
じ
地
域
で
支
援
活
動
に
取
り
組
ん
だ
他

◆ �

日
頃
か
ら
顔
と
コ
コ
ロ
が
見
え
る
関

係
づ
く
り

　

県
内
の
市
町
社
協
に
勤
務
す
る
職
員
は

約
２
，
０
０
０
人
（
正
規
・
非
正
規
の
合

計
）
で
す
が
、職
員
相
互
の
交
流
や
研
鑽
・

課
題
の
共
有
化
を
図
る
た
め
、
県
域
の
横

断
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
と
し
て
、「
県

内
社
協
職
員
協
議
会
」
を
昭
和
42
年
か
ら

結
成
し
て
い
ま
す
。

　

協
議
会
で
は
、
年
間
を
通
じ
た
研
修
や

業
務
研
究
活
動
の
ほ
か
、広
報
誌
の
発
行
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
企
画
な
ど
、
日
常
の

業
務
や
職
域
・
職
種
を
超
え
た
相
互
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
信
頼
関
係
づ
く
り

を
す
す
め
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
震
災
支
援
活
動
で
は
、
普
段
か

ら
の
こ
う
し
た
取
組
み
の
積
み
重
ね
が
、

派
遣
職
員
間
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
や
機
動
性

の
発
揮
に
役
立
っ
た
こ
と
を
多
く
の
職
員

が
実
感
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

【
３
】 �「
や
っ
ぱ
り
こ
こ
が
い
い
!!
」
を
実

現
す
る
ま
ち
づ
く
り

　

被
災
地
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
想
い
や
願

い
を
重
ね
合
わ

せ
て
復
興
へ
の

道
の
り
を
歩
み

を
続
け
て
い
ま

す
。
た
と
え
ど

こ
に
暮
ら
し
て

い
て
も
、『
や
っ

ぱ
り
こ
こ
が
い

い
』
と
感
じ
ら

れ
る
ま
ち
が
身

『
東
日
本
大
震
災
』
支
援
活
動

さ
ま
ざ
ま
な〝
つ
な
が
り
の
カ
タ
チ
〞か
ら
見
え
て
く
る
も
の

Ⅰ �

県
内
社
協
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と

災
害
支
援
活
動

県
の
社
協
、
全
社
協
は
も
と
よ
り
、
被
災

地
の
県
社
協
、
被
災
地
社
協
が
同
じ
テ
ー

ブ
ル
に
つ
い
て
検
証
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
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東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
て
か
ら
、
福

井
県
共
同
募
金
会
に
寄
せ
ら
れ
た
義
援
金

は
12
月
末
日
現
在
で
11
億
１
６
８
万
円
に

な
り
ま
し
た
。
皆
様
方
か
ら
の
温
か
い
ご

支
援
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
本
会

へ
い
た
だ
い
た
義
援
金
は
、
速
や
か
に
全

額
を
被
災
県
へ
送
金
し
て
お
り
ま
す
が
、

震
災
当
初
、
義
援
金
を
配
布
す
る
自
治
体

自
ら
が
被
災
し
、
亡
く
な
ら
れ
た
職
員
も

多
く
動
き
が
取
れ
な
か
っ
た
事
や
、
被
災

者
が
避
難
さ
れ
て
い
て
所
在
を
把
握
す
る

事
が
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
、
被
災
者
数
が

前
例
が
な
い
ほ
ど
膨
大
で
あ
っ
た
こ
と
な

ど
様
々
な
要
件
が
重
な
り
、
被
災
者
の
お

　

阪
神
大
震
災
の
犠
牲
者
追
悼
と
復
興
の

願
い
を
込
め
て
東
遊
園
地
（
神
戸
市
中
央

区
）
で
と
も
し
続
け
ら
れ
て
い
る
「
１
・

１
７
希
望
の
灯
り
」
の
火
が
、
去
る
12
月

10
日
、
岩
手
県
陸
前
高
田
市
に
設
置
さ
れ

る
ガ
ス
灯
に
分
灯
さ
れ
ま
し
た
。

　

福
井
県
内
社
協
職
員
協
議
会
で
は
、
先

進
地
視
察
研
修
の
一
つ
と
し
て
、
12
月
８

日
に
東
遊
園
地
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
出

発
式
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
阪
神
大
震
災
の
犠
牲
者
の
名
前
が

刻
ま
れ
て
い
る
「
慰
霊
と
復
興
の
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
」
内
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
阪
神
淡

路
大
震
災
１
・
１
７
希
望
の
灯
り
」
理
事

の
白
井
利
周
さ
ん
に
お
話
を
伺
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
白
井
さ
ん
は
「
阪
神
大
震

災
で
は
全
国
の
み
な
さ
ん
に
多
大
な
支
援

を
い
た
だ
い
た
。
今
度
は
自
分
た
ち
が
そ

の
思
い
を
届
け
た
い
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て

い
ま
し
た
。
同
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
に
は
、
犠

牲
者
と
な
っ
た
方
々
の
お
名
前
の
銘
板
が

張
り
付
け
ら
れ
て
お
り
、
今
年
も
新
た

に
16
名
の
名
前
が
追
加
さ
れ
、
合
計
４
，

９
２
１
名
と
な
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

県
内
社
協
職
員
も
陸
前
高
田
市
に
派
遣

さ
れ
た
ご
縁
か
ら
、
私
た
ち
の
思
い
も
陸

前
高
田
市
に
届
く
よ
う
に
祈
り
を
込
め
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

手
元
に
義
援
金
が
な
か
な
か
届
か
な
い
と

い
っ
た
状
況
が
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
現
在
で
は
募
金
総
額
３
，

４
２
５
億
円
（
中
央
共
同
募
金
会
、
日
本

赤
十
字
社
、
日
本
放
送
協
会
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
厚

生
文
化
事
業
団
の
総
額
）
の
9
割
に
あ
た

る
３
，
１
５
０
億
円
が
被
災
地
の
都
道
県

に
送
金
さ
れ
、
市
町
村
送
金
分
の
9
割
強

が
被
災
者
の
お
手
元
に
届
い
て
い
ま
す
。

　

被
災
地
に
は
、
こ
れ
か
ら
も
息
の
長
い

支
援
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
今
後
と
も
、

継
続
的
な
ご
支
援
を
い
た
だ
け
ま
す
よ

う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

東北から、ありがとう。
ありがたい。
息子と自分の家の２棟が
なくなったので、家を建
てたい。
頑張りたい。

年金暮らしなので、生
活費にさせていただき
ました。

義援金はまだ使っていない。
今後、必要な時に生活費として使
わせてもらいます。

近
に
あ
る
こ
と
が
、
す
べ
て
の
人
に
共
通

す
る
願
い
で
す
。

　

笑
顔
で
そ
う
話
す
人
た
ち
が
溢
れ
る
ま

ち
づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
に
、
こ
れ
か

ら
も
さ
ま
ざ
ま
な
人
や
想
い
の
〝
つ
な
が

り
〟
づ
く
り
を
す
す
め
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

分灯式の様子 陸前高田市へ出発直前の白井利周さん

希
望
の
灯
り
を
陸
前
高
田
市
へ

東
日
本
大
震
災
義
援
金
に
御
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

社
会
福
祉
法
人

　福
井
県
共
同
募
金
会

社会福祉法人　福井県共同募金会
お問合せ：〒910-0026 福井市光陽 2丁目 3-22　TEL.0776-22-1657
詳しい情報はホームページにて確認いただけます。
福井県共同募金会　http://akaihane-fukui.jp/

※写真は岩手県釜石市の仮設住宅のみなさまからメッセージをいただきました。
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株
式
会
社
秋
吉
グ
ル
ー
プ
本
部

社
会
福
祉
法
人

　寿
の
会

社
会
福
祉
法
人

　足
羽
福
祉
会

株
式
会
社
安
部
書
店

ア
ル
マ
千
寿

井
上
商
事
株
式
会
社

医
療
法
人
幸
若
会

　打
波
外
科
胃
腸
科

株
式
会
社
ウ
ラ
ラ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ

栄
月
株
式
会
社

株
式
会
社
岡
田
組

奥
武
建
設
工
業
株
式
会
社

上
屋
敷
工
業
株
式
会
社

銀
扇
福
井
株
式
会
社

有
限
会
社
ケ
ア
・
フ
レ
ン
ズ

医
療
法
人

　厚
生
会

小
林
電
工
株
式
会
社

コ
マ
ツ
サ
ー
ビ
ス
エ
ー
ス
株
式
会
社

サ
カ
セ
化
学
工
業
株
式
会
社

株
式
会
社
昭
和
堂

学
校
法
人

　福
井
仁
愛
学
園

創
文
堂
印
刷
株
式
会
社

大
和
電
建
株
式
会
社

だ
る
ま
屋
商
事
株
式
会
社

福
井
市

ト
ッ
プ
ツ
ア
ー
株
式
会
社
福
井
支
店

轟
産
業
株
式
会
社

ト
ヨ
タ
Ｌ
＆
Ｆ
福
井
株
式
会
社

ネ
ッ
ツ
ト
ヨ
タ
福
井
株
式
会
社

株
式
会
社
ト
ヨ
タ
レ
ン
タ
リ
ー
ス
福
井

株
式
会
社
ナ
イ
ガ
イ

日
華
化
学
株
式
会
社

新
田
胃
腸
科
放
射
線
科
病
院

株
式
会
社
野
村
塗
装
店

株
式
会
社
端
野
メ
デ
ィ
カ
ル

光
タ
ク
シ
ー
有
限
会
社

平
田
鉄
工
株
式
会
社

株
式
会
社
福
井
銀
行

社
団
法
人

　福
井
県
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
会

財
団
法
人

　福
井
市
ふ
れ
あ
い
公
社

フ
ク
イ
ボ
ウ
株
式
会
社

株
式
会
社
福
邦
銀
行

株
式
会
社
ホ
ク
シ
ン

本
間

　久
子

益
茂
証
券
株
式
会
社

財
団
法
人

　松
原
病
院

三
浦

　重
隆

水
野
公
文
堂

三
谷
不
動
産
株
式
会
社

ム
ラ
セ
看
工
店

メ
イ
プ
ル
ケ
ア
有
限
会
社

屋
敷
事
務
用
品

株
式
会
社
山
崎
塗
装
店

株
式
会
社

　ヤ
マ
シ
タ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
福
井
営
業
所

隆
機
工
業
株
式
会
社

レ
ン
ト
オ
ー
ル
福
井
株
式
会
社

株
式
会
社
福
井
観
光
ト
ラ
ベ
ル
サ
ー
ビ
ス

株
式
会
社
フ
ク
イ
工
芸

久
我

　元

清
川
メ
ッ
キ
工
業
株
式
会
社

医
療
法
人

　積
善
会

　猪
原
病
院

医
療
法
人

　敦
賀
温
泉
病
院

株
式
会
社
ミ
ヤ
ゲ
ン

小
浜
海
産
物
株
式
会
社

デ
イ
ホ
ー
ム
ひ
だ
ま
り
で
ぃ

サ
ン
ビ
ュ
ー
か
つ
や
ま

株
式
会
社
ウ
ォ
ン
ツ

株
式
会
社
テ
ク
ニ
カ
フ
ク
イ

福
井
鉄
道
株
式
会
社

株
式
会
社
三
和
商
会

株
式
会
社
サ
カ
イ
・
ミ
ー
ト

社
会
福
祉
法
人

　坂
井
来
春
会

医
療
法
人

　三
真
会

　真
田
ク
リ
ニ
ッ
ク

医
療
法
人

　加
藤
医
院

丹
生
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
ひ
ま
わ
り
荘

介
護
老
人
保
健
施
設

　ゆ
な
み

白
石
薬
品
株
式
会
社

敦
賀
市

小
浜
市

大
野
市

勝
山
市

鯖
江
市

越
前
市

坂
井
市

南
越
前
町

越
前
町

若
狭
町

県
外

県
社
協
賛
助
会
員
の
皆
様
、

　
　
　あ
た
た
か
い
ご
支
援
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
会
費
は
、
一
人
ひ
と
り
の
尊
厳
が
守
ら
れ
る
社
会
構
築
を
目
指
し
、
地
域
福
祉
を
総
合
的
に
推
進
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
に
役
立
て
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

平
成
23
年
12
月
26
日
〜
平
成
24
年
１
月
10
日

【
敬
称
略
・
50
音
順
】
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希望に合った介護サービス、事業所選びのために
～介護サービス情報公表システムは介護サービス・事業所選びを支援します～

　県内には 1,000 を越える介護事業所があり、高齢者に対する多種多様な介護サービスを行っています。
　皆さんの身近にいる介護を必要とする方が、この中から適切なサービスや事業所を選択することには困難が伴います。

　介護サービス情報公表システムでは、インターネットを介して福井県内のすべての介護サービスや事業所・施設のさ
まざまな情報を提供しています。多種多様な介護事業所やサービスからその方に合ったものを選択する際などに、ぜひ
ご活用ください。

　システムには、インターネットの各種検索サイトから「介護サービス情報　福井県」で検索し、「トップページ：介護サー
ビス情報公表システム：福井県」と表示されたリンクからアクセスできます。

問い合わせ　福井県指定情報公表センター（福祉サービス支援課内）TEL.0776-24-2347　E-mail:hyouka@f-shakyo.or.jp

福祉の仕事をお探しの方、ご参加お待ちしています！

福祉の仕事説明・面談会 ふくい福祉就職フェアふくい福祉就職フェア
日　時　平成２４年２月１２日（日）13：00～ 16：00
会　場　ユー・アイふくい（福井県生活学習館）多目的ホール　福井市下六条町 14-1

職員採用予定の 50 の社会福祉施設との個別面談コーナー
求人職種、募集人数等のくわしい内容については、福井県社協のＨＰ内「トピックス」をご覧ください。
http://www.f-shakyo.or.jp/

面接対策講座
１回目 13:15 ～ 14:15　２回目 14:30 ～ 15:30

福祉の仕事･資格相談コーナー、ハローワークコーナー、ナースセンターコーナー
福祉の仕事や資格について、就職について、看護職について等さまざまなご質問にお答えします。

入場無料、申込不要、入退場自由

お問合せ先　　福井県福祉人材センター　☎ 0776-21-2294

1

2

3

介護にチャレンジ！介護にチャレンジ！介護にチャレンジ！
「介護雇用プログラム」「介護雇用プログラム」

資格を取りたい、介護の仕事に就きたいと考えている方、必見！！

募 集 期 間 雇 用 人 数 雇 用 期 間
平成 24年 2月 17日まで 60人　募集中！ 平成24年 4月１日 ~9月 30日

会　場
２月７日、14日
２月９日

武生（武生西公民館・別館）

小浜（小浜地方合同庁舎）
三国（三国社会福祉センター）

大野（大野地域職業訓練センター）
２月 1日、８日、15日
２月３日、10日、17日

県内４か所移動相談会場でも受付中。ともに 13時～ 16時

　介護の仕事が未経験の方を対象に、資格を取得し、長く介護の仕事に就きたいと希望する方を対象としたプログラ
ムで、高齢者施設や障がい者施設で介護職員として働き給与を得ながら、勤務時間内に訪問介護員養成研修２級課程
（ホームヘルパー２級）を受講することができます。

詳しくはお問合せください。
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社協トピックスTOPICS

経 営 相 談 室
巡回相談や電話等で問合せの多いものをご紹介します。

　対象　［児童福祉施設］　　保育所における運営費の弾力運用について

　保育所において経費を支出する場合には、本来、各費目の使途目的に従って適正に処理しなければなりませんが、
近年の施設経営の多様化等に対応するため、ある程度の弾力的な運用が認められています。（厚生省児童家庭局長
通知「保育所運営費の経理等について」（平成 12 年 3 月 30 日児発第 299 号））
　具体的には、「人件費」・「管理費」・「事業費」について、

　

　などの条件が満たされていれば、「人件費」・「管理費」・「事業費」を相互に流用することができます。
　「積立金」についても、上記の条件を満たしていれば運営費を積立てることができます。
　また、「人件費積立預金」・「修繕積立預金」・「備品等購入積立預金」については、金額の制限はありません。
　「保育所施設・設備積立金」については、上記の条件に加えて、延長保育、長時間保育、一時保育、特定保育等
保育対策等促進事業等を実施することにより、民間施設給与等改善費の範囲内で積み立てることができます。ただ
し、『収支計算分析表』を提出しなければならない場合もありますから、遺漏のないよう充分注意して下さい。

　対象　［全施設］　　社会福祉法人における評議員会の必置、任意設置について
１．評議員会とは
　評議員会は、社会福祉法人の公共性に鑑み、広く関係者の意見を聞くことによって、一部の経営者により、社会
福祉事業推進の本旨に反した営利の追求が行われたりすることなどがないよう、適正な事業運営を図るための機関
です。
　法人においては、評議員会を置くことになっていますが、次に掲げる事業のみを行なう法人については、この限
りではありません。
　（１）都道府県又は市町村が福祉サービスを必要とする者について措置をとる社会福祉事業
　（２）保育所を経営する事業
　（３）介護保険事業
２．評議員会の役割
　（１） 評議員会は、重要事項に関して意見を述べる諮問機関であり、理事会のけん制機能を有することが期待さ

れています。
　（２）評議員会で審議するものとされていた重要事項については、原則として、あらかじめ評議員会の意見を聴

くものとされています。また、意見を聴かれた場合には、法人経営に直接携わる理事とは異なる立場から
意見を述べることで、よりよい法人の業務運営に資するよう努めなければなりません。

　（３）法人の定款において評議員会で理事や監事の選任を行うこととされている場合、評議員会が理事や監事の
選任機関として位置付けられています。

３．評議員会で行うべきこと
　（１）予算、決算、基本財産の処分、事業計画および事業報告
　（２）予算外の新たな義務の負担又は権利の放棄
　（３）定款の変更
　（４）合併
　（５）解散及び解散した場合の残余財産の帰属者の選定
　（６）その他、この法人の業務に関する重要事項で、理事会において必要と認める事項
４．評議員会の開催等
　（１）評議員会の開催手続きは、定款および定款施行細則等の定めるところにより行う必要があります。
　（２）評議員会が有効に成立するためには、評議員総数の過半数の出席が必要です。したがって、多くの評議員

の出席を確保するためには、余裕を持って評議員の招集を行うことが必要です。

　❶　最低基準が遵守されていること。
　❷　交付基準職員定数が確保されていること。
　❸　給与規程が整備され、適正な給与水準が維持されていること。

問合せ先 社会福祉施設経営相談室（福祉サービス支援課内）　TEL.0776-24-2347
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社協トピックスTOPICS

　趣味等を通して生きがいや仲間づくりを目的に
活動している「チャレンジ塾生」と高齢者が自ら
の豊かな経験、知識、技能を活かして活動してい
る「高齢者リーダーバンク登録者」が、日ごろの
活動の成果を発表する作品展を開催いたします。
ご来場をお待ちしております。

「第６回　いま、輝く『シニア・アート展』」開催のご案内
平成２４年３月２日（金）～４日（日）
　３月２日（金）１３：００～２０：００
　３月３日（土）１０：００～２０：００
　３月４日（日）１０：００～１８：００
ショッピングシティ　ベル
【展示】
　１階　イベント広場（北コート）
【体験コーナー】
　２階　北・くらしの地域情報センター
絵画、書、写真、陶芸、工芸など
社会福祉法人　福井県社会福祉協議会
福井新聞社、ＮＨＫ福井放送局、ＦＢＣ福井放送、
福井テレビ、福井ケーブルテレビ、福井街角放送

日　時

会　場

内　容

主　催

後　援

※チャレンジ塾とは…主に 60 歳以上の方を対象に趣味等を通して、生きがいや仲間づくりを行う塾です。塾長と
塾生の自主運営にて開催しています。
※高齢者リーダーバンクとは…長年にわたって培った豊かな経験、知識、技能を有する 60 歳以上の方を登録し、
地域からの要請に応じて、学習活動や文化・スポーツ活動の指導等にあたっていただく制度です。

【問い合わせ先】　社会福祉法人福井県社会福祉協議会 すこやか長寿課　ＴＥＬ ０７７６－２４－２４３３

寄贈・寄附
誠にありがとうございました。

社会福祉事業の発展のために活用させていただきます。

１２月５日～９日
　カナカン株式会社「乾親会」　様（金沢市）
　県内児童福祉施設へカップラーメン　1,248 食分

１２月９日
　北陸電力総連　様（富山市）
　車いす　１台
　寄贈先　足羽利生苑様（福井市）　

１２月２１日
　「あゆみの箱」福井県支部
　　　福井県麺業青年連合会　様（福井市）
　液晶テレビ　　２台
　寄贈先　うめのき様（福井市）
　　　　　デイサービスなかま様（鯖江市）

１２月１５日
　北陸電力温交会　様（福井市）
　社会福祉基金　５０万円

1月２４日
　北陸銀行福井支店　様（福井市）
　外貨紙幣・コイン　約５.５㎏
　本会を通じて（社団）日本キリスト教海外医療協会へ寄贈

北陸電力総連 様 福井県麺業青年連合会 様

北陸電力温交会 様 北陸銀行福井支店 様
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　このコーナーでは、「笑顔（スマイル）」
をキーワードに福祉職の方々に登場いた
だき、福祉の現場で活躍しているからこ
そ『見える』『言える』、福祉の魅力につ
いて語っていただきます。

しゅうご
淺田　幸子 さん

Profile

社会福祉法人高志福祉会
就労移行支援事業「ハートワーク」
サービス管理責任者　６年目

　

利
用
者
さ
ん
の
笑
顔
そ
し
て
、
そ
の
ご
家
族

が
仕
事
が
決
ま
っ
た
こ
と
を
喜
ば
れ
て
い
る
表

情
を
拝
見
す
る
と
き
で
す
。

取
材
を
終
え
て

　

異
業
種
か
ら
転
職
さ
れ
、
利
用
者
を
な
ん
と
か

就
労
に
結
び
つ
け
た
い
と
い
う
強
い
想
い
が
伝

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
、
関
係
機
関
と

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
情
報
収

集
な
ど
を
さ
れ
て
い
る
姿
に
感
動
し
ま
し
た
。

「
と
き
に
は
、
利
用
者
の
方
に
厳
し
い
事
を
言
い

ま
す
。
で
も
、
そ
れ
は
社
会
で
働
く
上
で
絶
対
に

必
要
な
こ
と
な
ん
で
す
。
働
く
こ
と
の
厳
し
さ
を

伝
え
て
い
く
の
も
私
の
役
割
で
す
。」
と
い
う
言

葉
か
ら
も
、
就
労
支
援
に
か
け
る
情
熱
が
伝
わ
っ

て
き
ま
し
た
。

利
用
者
さ
ん
の
笑
顔

　

も
と
も
と
福
祉
以
外
の
仕
事
に
つ
い
て
い
ま

し
た
が
、「
あ
ゆ
み
（
現
在
の
ハ
ー
ト
ワ
ー
ク
）」

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
で
福
祉
活
動
に
関
わ
り

は
じ
め
て
か
ら
、
ど
ん
ど
ん
福
祉
へ
の
関
心
が

高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

　

利
用
者
は
、
働
く
意
欲
が
あ
る
の
に
な
か
な

か
就
労
に
結
び
つ
い
て
い
な
い
現
実
が
あ
り
、

そ
の
こ
と
に
ジ
レ
ン
マ
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　

自
分
の
中
で
も
っ
と
支
援
の
お
手
伝
い
が
出

来
な
い
か
と
思
い
始
め
た
矢
先
、
あ
ゆ
み
で
職

員
に
欠
員
が
で
き
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り

転
職
を
決
め
ま
し
た
。

福
祉
に
興
味
を
抱
く

　

仕
事
を
し
て
い
く
う
え
で
、
就
労
支
援
が
な

か
な
か
思
う
よ
う
に
で
き
ず
、
支
援
者
の
方
に

辛
い
思
い
を
さ
せ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
と

て
も
辛
い
で
す
。
障
が
い
の
程
度
に
よ
っ
て
異

　

就
労
さ
れ
た
方
が
職
場
で
生
き
生
き
と
作
業

を
さ
れ
て
い
る
様
子
や
笑
顔
が
見
ら
れ
た
と
き

に
喜
び
を
感
じ
ま
す
。

　

仕
事
を
転
々
と
さ
れ
た
方
が
、
ハ
ー
ト
ワ
ー

ク
で
訓
練
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
信
を
持
ち
、

会
社
で
し
っ
か
り
と
働
い
て
い
る
姿
を
見
る
と

本
当
に
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　

一
人
で
も
多
く
の
障
が
い
者
の
方
が
働
く
職

場
を
得
て
、
働
く
喜
び
や
生
き
が
い
を
見
い
だ

せ
る
よ
う
に
な
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

喜
び

な
り
ま
す
が
、

個
々
の
障
が
い

特
性
を
う
ま
く

活
か
す
こ
と
に

よ
っ
て
、
き
っ

と
そ
の
人
に

あ
っ
た
仕
事
は

あ
る
と
思
い
ま

す
。
利
用
者
の

方
に
働
く
チ
ャ

ン
ス
を
与
え
て

い
た
だ
け
た
ら

大
変
う
れ
し
く

思
い
ま
す
。
障
が
い
者
雇
用
は
、
会
社
の
理
解

が
不
可
欠
な
の
で
す
。

　

ま
た
、
就
労
の
準
備
段
階
に
お
け
る
取
り

組
み
が
重
要
で
す
。
職
場
の
開
拓
を
地
道
に

積
み
重
ね
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
に
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
就
労
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ

に
そ
の
方
に
あ
っ
た
情
報
を
提
供
で
き
る
か

が
最
も
重
要
な
カ
ギ
と
な
り
ま
す
。
で
き
る

だ
け
関
係
機
関
に
足
を
運
び
、
情
報
収
集
す

る
と
と
も
に
何
事
に
も
諦
め
な
い
支
援
が
大

切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

利
用
者
の
方
が
ど
の
よ
う
に
し
た
い
か
、
そ

し
て
、ど
の
よ
う
に
な
り
た
い
か
と
い
う
考
え
・

気
持
ち
を
敏
感
に
察
知
し
、
よ
り
よ
い
支
援
が

で
き
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

心
が
け
て
い
る
こ
と

今
後
の
目
標
に
し
て
い
る
こ
と

　

一
人
ひ
と
り
に
あ
っ
た
作
業
内
容
や
雇
用
形

態
な
ど
周
囲
の
方
の
理
解
を
得
て
、
自
分
ら
し

く
自
立
し
た
生
活
に
向
か
っ
て
い
け
る
よ
う
な

支
援
と
、
ハ
ー
ト
ワ
ー
ク
で
訓
練
し
て
よ
か
っ

た
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
施
設
を
目
指

し
た
い
と
思
い
ま
す
。


